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出所：「令和2年度農林水産省輸出入概況」を基に三菱総合研究所が作成
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

日本の食料需要量と輸入の関係



日本の食料供給は大丈夫か？

食料自給率は、
カロリーベースで38％
生産額ベースで63％ 農林水産省HPより

国内の穀物需要約3,300万トンに対し
輸入は約2,400万トン（72%）
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昆虫類の多くはたん白質及び良質の脂肪を多く含み、カルシウム、鉄分及び亜鉛の量が豊富





環境への負荷を減らし、温暖化効果ガスの発生
を抑えつつ、食料を大幅に増産させる。

株式会社グリラスHPより



大豆肉 培養肉 菌肉

家畜に代わるタンパク質 四大供給源

プラスミライ＋：plusmirai.com

昆虫

コオロギ カイコ

http://plusmirai.com/


雪国まいたけが代替肉の開発に成功、きのこが主原料

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000036.000078522.html

現在の代替肉市場は大豆由来の成分を主原料としたもの
が主流となっておりますが、当社の開発した製品は、自
然な美味しさを追求しつつ、原料であるきのこの低カロ
リー、低脂質、食物繊維といった特性を活かしたヘル
シー志向の新しいプロダクトとなります。

また、厳格な品質管理のもと生産された当社きのこを
主原料としておりますので、食の安全面からも広く支持
されるポテンシャルがあるものと考えております。

2021年11月に発表した中期経営計画の基本方針で
「国内きのこ市場の更なる需要創造、及びグローバル展開するプレミアムきのこ総合メーカーへの進化」
新たな事業領域の拡大においては海外市場への参入を視野に入れ、これまでのビジネスモデルを約４年間
で変えるための基盤づくりを行うため、新たな分野での新事業を模索し始めた。

代替たんぱく質、加工食品、茸関連の３つの分野に絞り、『新規事業課』を創設

2023年6月20日プレスリリース



Ferment IQ - Myco (mycoiq.com)

https://www.mycoiq.com/ingredients/ferment-iq/


ヒラタケのタンパク質含量

3.3 g/100g-可食部

コオロギ: 8～25 g/100g
バッタは35～48 g/100g
大豆：35.3 g/100g
牛(肩ロース）：16.5 g/100g

キノコでタンパク質供給も良いけれど、
別な道で華開くのではないか？



Mycelium Technology ⇒ マイコテック（Myco Tech）

（1）キノコを使った代替肉開発

（2）キノコから作られる皮革や繊維製品

（3）キノコ由来プラスチック代替品

（4）キノコの分解能力を汚染物質処理や
  廃棄物処理への活用

（4）キノコの分解能力を汚染物質処理や
  廃棄物処理への活用

現状の食料生産システムから排出される食品
ロスや食品廃棄物を減らし、迅速に付加価値
のあるキノコを生産する地域循環型食料生産
システムの構築を目的としている。

健康志向の高まりやヴィーガン人口の増
加を背景に拡大を続けている。
2019年に335億5,300万米ドル
⇒2027年には533億4,200万米ドルに達す
ると予想されている（野村ホールディングス）。

キノコ市場



山梨県の事業所

麦茶粕：約150ｔ
コーヒー粕：約700ｔ

廃棄物発生量（年間）

水分を多く含むためリサイクル
が難しい。現在は、廃棄処分

コーヒー粕 麦茶粕

【調査レポート】株式会社レビューのプレスリリース (prtimes.jp)

麦茶飲料およそ120億L

コーヒー飲料
およそ300億L

日本全体でみると、年間、
麦茶粕はおよそ12万トン
コーヒー粕は85万トン発生している。

食品廃棄物の発生

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000093294.html#:~:text=%E3%82%88%E3%81%8F%E9%A3%B2%E3%82%80%E9%A3%B2%E3%81%BF%E7%89%A9%E3%82%92%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88,%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


約2,800万トン

日本国内における年間の食品廃棄量

可食部は
523万トン

食品ロス
日本人1人当たりに換算
すると
毎日お茶碗約1杯分のご
飯を捨てている

生ゴミの再利用の現状
⚫生ゴミを燃えるゴミとして処分する自治体が
多く、再利用は進んでいない

⚫家庭内での堆肥化による再利用も、特に都市
部では活用先が限られるため、進んでいない。

生ゴミは約80%が水分であ
るため、焼却処分に余計な
燃料を消費する。

CO2大量排出によ
る環境への悪影響



もみ殻

コーヒー粕 麦茶粕

生ゴミ

食品廃棄物

農地で活用

食料・飼料

キノコの生産・販売
廃菌床の活用

製品

製品



消費者が「循環」をイメージしやすくなり、エシカル消費の
拡大に繋がり、「最適生産・最適消費・最小廃棄」を目指す持
続可能な地域循環型社会の普及に貢献する。

本内容はSDGsの目標1（貧困）、目標2（飢餓）、目標4（教
育）、目標12（生産・消費）、目標13（気候変動）、目標15

（陸域資源）の達成に貢献できる取り組みである。

事業化による農林水産・食品分野への貢献、
経済的効果等（インパクト）
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クラウドファンディングを実施中

https://readyfor.jp/projects/134091

すでに達成できましたが、引き続きご支援を受け付けています。

もし興味を持って頂けたら、ご支援よろしくお願いいたします。
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